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この研究は東北メディカル・メガバンク事業補助金により実施します。

2024年11月　東北大学東北メディカル・メガバンク機構倫理審査委員会

　共同研究機関である東京大学で一細胞レベルでのRNA解析を実施するために、個人が特定できないように研究
用IDに付け替えた細胞試料を提供する。情報の提供にあたっては、東北メディカル・メガバンク機構において個人
が特定できないように加工した情報を、ToMMoスーパーコンピュータ内で共同研究機関に提供する。

試料・情報利用研究計画書（概要）

　本研究課題では、東北メディカル・メガバンク機構（TMM）バイオバンクに保存されている全ゲノム情報を持つ提供
者に由来する細胞試料を用いて、細胞内分子機構の解析研究を行う。

　TMMバイオバンクの細胞試料(単核球、不死化B細胞、増殖T細胞)を用いて、トランスクリプトーム解析（RNA-Seq,
scRNA-Seq）や特定の遺伝子発現に注目した定量PCRを実施する。さらに、環境要因を反映した種々の刺激（化学
的刺激、炎症刺激など）による影響を検討し、遺伝要因と環境要因の相互作用が細胞に与える影響を明らかにす
るための実験系開発を行い、バイオバンクの細胞試料が有用であることを示し、それらの利用促進と個別化医療・
予防研究の促進を図る。児に関しては末梢血単核球を収集していないため、バフィーコート検体中の細胞を用いて
解析を行うことがある。
　対象者数は最大200名程度に拡大する可能性がある。
　また、上記の解析や分譲、共同研究、内部利用予定の細胞試料を対象に、抽出したゲノムDNAを用いた簡易
SNPタイピングを行い、ゲノム情報と細胞の提供者が一致し、試料の取り違えや混合がないことが確認されたもの
を使用する。

対象：TMMコホート参加者で細胞試料保管されている対象者　最大100名程度
試料：単核球、不死化B細胞、増殖T細胞（１人ごとの数量：凍結保存チューブ1本（≧1x10^6））
情報：全ゲノム情報、生理機能検査

環境要因と遺伝要因の相互作用が、細胞レベルの分子生物学的知見として明らかにされ、疾患発症のメカニズム
の解明から治療法や予防法の開発へとつながることが期待される。また、TMMバイオバンクの細胞試料が有用な
解析系であることを提示することができれば、当バイオバンク利用者の更なる増加に繋がることも期待される。

細胞試料を使った遺伝的要因と環境要因の相互作用解析

山本　雅之

鈴木　穣

2024年12月　～　2026年3月

東北大学東北メディカル・メガバンク機構

東京大学新領域創成科学研究科


	様式

